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お知らせ
・今後の行財政改革の取組
・市民の「知りたい」に応えます
・高速ジェット船、三宅島への試験運航決定

● 4 月 1 日の人口／総人口 49,971（-47） 

　男 24,108（-17）女 25,863（-30）

　世帯数 22,431（26）　　（　）内は前月比
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2平成 23年 5月1日

お 知 ら せ
　

４
月
１
日
付
け
で
行
政
相
談

委
員
と
し
て
今
井
勇
さ
ん
（
宝

貝
57　



22
―
９
５
３
９
）、

青
山
彰
さ
ん
（
中
里
227　


28

―
１
６
５
０
）
が
再
任
さ
れ
、

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。

　

国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て
、

苦
情
や
要
望
、
照
会
し
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
気
軽
に

相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

毎
月
１
回
開
か
れ
る
行
政
相

談
の
日
時
と
場
所
は
、
広
報

「
だ
ん
暖
た
て
や
ま
」
毎
月
15

日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
。

■
特
設
行
政
相
談
所
を
開
設

　

市
担
当
の
行
政
相
談
委
員
の

ほ
か
、
千
葉
行
政
評
価
事
務
所

の
職
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

ま
た
、
法
務
局
館
山
支
局
の
職

員
が
法
務
局
の
業
務
に
関
す
る

相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま

す
。

　

日
時
／
５
月
17
日
（
火
）
午

　

安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事

務
組
合
の
平
成
23
年
度
予
算
書

が
閲
覧
で
き
ま
す
。
閲
覧
場
所

は
、
市
役
所
本
館
玄
関
ロ
ビ
ー

内
の
広
報
ボ
ッ
ク
ス
で
す
。

　

同
組
合
は
、
安
房
の
３
市
１

町
（
館
山
市
・
鴨
川
市
・
南

房
総
市
・
鋸
南
町
）
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
同
組
合
の

　

平
日
の
開
庁
時
間
に
市
役

所
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
納

税
者
の
た
め
に
、
木
曜
夜
間
に

納
税
窓
口
を
開
設
し
、
市
税
や

保
険
料
の
納
付
を
受
け
付
け
ま

す
。

に
関
す
る
こ
と　

③
消
防
事
務

（
消
防
団
事
務
を
除
く
）
お
よ

び
救
急
業
務
に
関
す
る
こ
と　

④
関
係
市
町
の
職
員
の
共
同
研

修
お
よ
び
統
一
採
用
試
験
に
関

す
る
こ
と　

⑤
福
祉
施
設
建
設

の
一
部
助
成
に
関
す
る
こ
と　

⑥
地
域
救
急
医
療
に
関
す
る
こ

と　

⑦
広
域
ご
み
処
理
施
設
・

中
継
施
設
に
係
る
調
査
お
よ
び

建
設
に
関
す
る
こ
と

　

問
合
せ
／
安
房
郡
市
広
域
市

町
村
圏
事
務
組
合
（


22
―

５
６
３
３
）

軽自動車税の納期限は 5 月 31 日（火）です。

問合せ／納税課（ 22 － 3257）

行
政
相
談
委
員
を
委
嘱

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
疑
問
、
何
で
も
相
談
し
て

今井勇さん 青山彰さん

　5 月上旬に自動車税
事務所から納税通知書
が送付されます。最寄
りの金融機関などで早
めに納めましょう。
　なお、コンビニエン
スストア（一部を除
く）でも納付すること
ができます。
　問合せ／自動車税事
務所（ 043－ 243－
2721）、館山県税事
務所（ 22－ 7117）

震災の影響を受けた
中小企業を支援します

　市では、東日本大震災に伴う観光
客の入込みの減少や、計画停電の影
響による売り上げの減少などの理由
で中小企業融資などを受けた事業所
を支援します。
　利子補給金の補給率の引き上げな
どを行い、事業者の経営安定化を図
ります。詳細は商工観光課まで。
　問合せ／商工観光課（ 22 －
3362）

平
成
23
年
度
予
算
書
が
閲
覧
で
き
ま
す

安
房
郡
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合 

木
曜
夜
間
に
納
税
窓
口
を
開
設

5月31日（火） 

自動車税の
納期は

後
１
時
～
午
後
４
時

　

場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
第
２
学
習
室

　

問
合
せ
／
市
民
相
談
室
（


22
―
３
１
９
９
）

平
成
23
年
度
の
予
算
総
額
は

54
億
９
千
636
万
３
千
円
で
、
館

山
市
は
10
億
４
千
609
万
円
８
千

円
の
負
担
金
を
支
払
い
ま
す
。

　

同
組
合
の
仕
事
は
次
の
と
お

り
で
す
。
①
粗
大
ご
み
処
理
施

設
の
設
置
、
管
理
お
よ
び
運
営

に
関
す
る
こ
と　

②
火
葬
場
施

設
の
設
置
、
管
理
お
よ
び
運
営

　

期
日
／
５
月
12
日
（
木
）、

19
日
（
木
）、
26
日
（
木
）

　

時
間
／
午
後
７
時
ま
で

　

問
合
せ
／
納
税
課
（

22
―

３
２
５
７
）



3 だん暖たてやま

 ① 幼保一元化の推進について
　幼稚園と保育園が近接する船形地区と九重地区に
ついて、幼保一元化を推進すること。
◆幼稚園籍と保育園籍のすべての4、5歳児が一緒に
教育を受けられる。行事の多様化や集団への適応力
の向上に寄与。

 ② 老人福祉センター（湊）の存続について
　より効果的な高齢者福祉施策を検討し、老人福祉
センター（湊）は廃止すること。

［付帯意見］
・�浴場利用者の実態把握に努め、公的支援が必要な
場合は、新たな施策を検討。

・�高齢者団体の活動の場として他の公共施設などの
活用を検討。

・出野尾老人福祉センターの利便性を向上。
◆年間経費は約1,600万円。施設は老朽化。年間の
実利用者数は個人約400人、団体約2,300人。浴場
利用者は市内60歳以上人口の約2％。

 ③ 温水プールの存続について
　温水プールは廃止すること。

［付帯意見］
・�温水プールの利用目的ごとに公的支援の必要性を
検討。

・事前に廃止に向けた取組スケジュールを周知。
◆年間経費は約2,100万円。施設は開設後40年が経
過し、老朽化している。

 ④ 博物館本館の存続について
　博物館全体の効率的な運営方法を見出し、経費削
減と観覧料の増収を図ること。

［付帯意見］
・�物販の充実や観光面でのPR、観覧料の見直しな
ど幅広い可能性を検討。

　市では、平成20年度に「行財政改革方針」（推進期間：平成20年度～平成24年度）を策定し、平成25
年度決算での財政収支の均衡回復を目指しています。
　これまでも行財政改革に取り組んできましたが、財政状況は依然として厳しく、さらなる行財政改革が必
要になるため、今後の取組方針を行財政改革委員会（西村芳明委員長、委員5人）に諮問し、去る3月30日
に答申を受けました。
　今後の取組方針の中には、施設の廃止など市民サービスに影響する取組もありますが、委員会からの答申
を踏まえ、市民の皆さんのご理解を得ながら、着実に取り組んでいきます。
　答申の詳細は、市ホームページに掲載しています。また、行革財政課でも
お知らせしています。
　問合せ／行革財政課（ 22 － 3235）

諮問事項である下記①～⑦の行財政改革の取組について、市は具
体化に向け速やかに検討し、必要な協議を進め、「行財政改革方
針」の推進期間である平成24年度末までに必ず達成すること。

今後の行財政改革の取組

・�本館の魅力を高める工夫や観覧者を本館に誘導す
る方策を検討。

◆本館、分館（旧安房博物館）、八犬伝博物館（館
山城）3館の維持には多大な経費と人的労力がかか
ることが想定され、効率的、効果的な運営が求めら
れる。

 ⑤ 海水浴場の縮小について
　入込客の少ない海水浴場は順次閉鎖すること。
　また、夏期の海岸駐車場の有料化を検討すること。

［付帯意見］
・�閉鎖する海水浴場の地域による自主的運営を検
討。

◆市内8か所のうち4か所の入込客数が県内全66
か所中60位以下。海水浴客は主に来訪客であり、
駐車場有料化を検討すべき。

 ⑥ 公の施設への指定管理者制度の導入について
　効果的な施設について指定管理者制度の導入を進
めること。

［付帯意見］
・�経費節減など財政効果が見込める施設への導入が
前提。

・�広く市民参加を促し、町内会やコミュニティ団体
などの協力を模索。

 ⑦ その他「行財政改革方針」の取組について
　諮問事項以外にも「行財政改革方針」に基づくあ
らゆる取組を検討し、実施すること。

［付帯意見］
・�「し尿処理手数料」と「幼稚園保育料」の見直し
を着実に実施。

・�市の基本的な考え方や取組の必要性などを市民に
発信、情報の共有に努める。

・より具体的に取組スケジュールを設定し、実施。

答申

内容

行 財 政 改 革
委員会から答申
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お 知 ら せ
　

市
で
は
、
地
球
温
暖
化
の
防

止
や
節
電
な
ど
に
対
す
る
意
識

の
高
揚
を
図
り
、
環
境
に
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
の
設
置
に
対
し
補
助
を

行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
23
年
度

の
申
請
は
５
月
２
日
（
月
）
か

ら
受
け
付
け
ま
す
。

　

補
助
対
象
者
／
市
内
の
自
ら

居
住
す
る
住
宅
に
対
象
と
な
る

発
電
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に
設
置

す
る
人
、
ま
た
は
未
使
用
の
発

電
シ
ス
テ
ム
が
設
置
さ
れ
た
住

宅
を
購
入
し
余
剰
電
力
を
電
力

会
社
に
販
売
す
る
契
約
を
締
結

す
る
人

　

５
月
29
日
（
日
）
は
、
春
の

市
内
一
斉
清
掃
日
で
す
。

　

空
き
地
な
ど
に
散
乱
し
て
い

る
空
き
缶
・
空
き
び
ん
な
ど
を
、

各
地
区
の
定
め
ら
れ
た
場
所
に

搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

搬
出
さ
れ
た
ご
み
の
収
集

は
、
午
前
９
時
か
ら
行
い
ま
す
。

　

な
お
当
日
は
、
家
庭
で
出
た

ご
み
や
市
で
収
集
で
き
な
い
も

　

「
ご
み
指
定
袋
取
扱
店
」
に

次
の
店
舗
が
追
加
に
な
り
ま
し

た
。

　

北
条
地
区
／
（
株
）
カ
ワ
チ

薬
品
館
山
店
（
八
幡
262
番
地
）

　

問
合
せ
／
環
境
課
（

22
―

３
３
５
４
）

　

「
運
転
手
さ
ん　

急
い
で
い

る
の
に　

あ
り
が
と
う
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
５
月
11
日
（
水
）

か
ら
20
日
（
金
）
ま
で
、
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　

入
園
、
入
学
し
て
間
も
な
い

園
児
や
児
童
に
交
通
ル
ー
ル
の

住
宅
用
太
陽
光
発
電

５
月
29
日（
日
）は
春
の
市
内
一
斉
清
掃
日

ま
ち
を
き
れ
い
に

　東日本大震災の影響により、

5 月下旬に開催を予定していま

した「たてやま海まちフェスタ

2011」を中止します。

　問合せ／みなとまちづくり課

（ 22－ 3606）

「海まちフェスタ」を中止

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

交
通
ル
ー
ル
を
守
ろ
う ご

み
指
定
袋

 
 

取
扱
店
を
追
加

ちょっとした工夫で大きな力に…

～節電にご協力願います～

補
助
金
申
請
の
受
付
を
開
始

◆トラクター ･耕運機による耕運料金

区　分

水田作業

畑作業

果樹収穫

標準賃金

7,000 円

6,000 円

7,000 円

備　考

1日当たり

※実労働時間8時間

備　考

①10アール当たり

②人付耕運深度

　　　15㎝以上

区　分

水田耕起

くれ返し

代かき

ほ場整備水田

15,000円

※30アール整

田を基準とする

従前の水田

23,000円

備　考

①10アール当たり

②人付　③結束用縄を含む

10アール当たり

成苗1箱当たり

区　分

バインダー

コンバイン

ハーベスタ

機械植え

育苗

料　金

8,000円

16,300円

8,000円

7,000円

800円

◆機械刈取等料金

　農作業委託の参考にお知らせします。

　問合せ／農業委員会事務局（ 22－ 3539）

平成 23 年度農作業標準賃金

※
た
だ
し
、
４
月
１
日
以
降
に

着
工
し
た
設
備
が
対
象
で
す
。

　

補
助
金
額
／
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
の
出
力
１
キ
ロ
ワ
ッ
ト

あ
た
り
２
万
円
で
最
大
８
万
円

ま
で

※
太
陽
電
池
の
最
大
出
力
に

２
万
円
を
掛
け
た
額
（
千
円
未

満
切
捨
て
）
が
補
助
金
額
で
す
。

　

問
合
せ
／
環
境
課
（

22
―

３
３
５
２
）

の
、
草
や
木
の
枝
は
収
集
し
ま

せ
ん
。

　

雨
天
の
場
合
は
６
月
５
日

（
日
）
に
実
施
し
ま
す
。

　

問
合
せ
／
環
境
課
（

22
―

３
３
５
４
）

理
解
と
交
通
マ
ナ
ー
を
習
慣
づ

け
る
と
と
も
に
、
一
人
一
人
が

交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と
交
通
マ

ナ
ー
を
実
践
し
、
交
通
事
故
防

止
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
せ
／
社
会
安
全
課
（


22
―
３
１
４
２
）
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▼
開
示
請
求
の
対
象

　

開
示
請
求
の
対
象
は
、
実
施

機
関
（
市
長
、
教
育
委
員
会
、

選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査
委

員
、
農
業
委
員
会
、
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
、
議
会
）
の

職
員
が
職
務
上
作
成
し
、
ま
た

は
取
得
し
た
文
書
、
図
面
、
電

磁
的
記
録
で
、
組
織
的
に
用
い

る
も
の
と
し
て
、
実
施
機
関
が

保
有
し
て
い
る
も
の
で
す
。

▼
開
示
請
求
が
で
き
る
人

　

①
市
内
に
住
所
が
あ
る
人
、

②
市
内
に
事
務
所
や
事
業
所
が

あ
る
個
人
、
法
人
、
そ
の
他
の

団
体
、
③
市
内
の
事
務
所
な
ど

に
勤
務
し
て
い
る
人
、
④
市
内

の
学
校
に
在
学
し
て
い
る
人
、

⑤
市
税
の
納
税
義
務
が
あ
る

人
、
⑥
実
施
機
関
が
行
う
事
務

事
業
に
利
害
関
係
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
た
人

▼
開
示
請
求
の
方
法

　

所
定
の
開
示
請
求
書
に
記
入

し
て
総
務
課
に
提
出
し
ま
す
。

▼
開
示
請
求
に
対
す
る
決
定

　

開
示
請
求
を
し
た
日
か
ら
起

算
し
て
、
15
日
以
内
に
開
示
す

る
か
ど
う
か
を
決
定
し
、
文
書

で
通
知
し
ま
す
。

　

開
示
で
き
な
い
場
合
は
そ
の

理
由
を
、
ま
た
そ
の
理
由
が
無

く
な
る
期
日
が
明
ら
か
な
場
合

は
、
そ
の
日
も
併
せ
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▼
開
示
の
方
法

　

「
公
文
書
開
示
決
定
通
知

書
」
な
ど
で
指
定
し
た
日
時
、

場
所
で
公
文
書
の
閲
覧
や
写
し

の
交
付
を
行
い
ま
す
。

▼
手
数
料

　

こ
の
制
度
に
基
づ
く
公
文
書

の
閲
覧
、
写
し
の
交
付
に
は
手

数
料
が
か
か
り
ま
す
。

　

手
数
料
／
１
件
に
つ
き
300
円

　

写
し
の
交
付
／
１
枚
に
つ
き

10
円
、
カ
ラ
ー
の
場
合
は
50
円

（
Ａ
３
は
80
円
）。

※
そ
の
他
の
記
録
媒
体
へ
複
写

す
る
場
合
の
費
用
も
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

▼
決
定
へ
の
不
服

　

請
求
に
対
す
る
決
定
に
不
服
が

あ
る
場
合
は
、
行
政
不
服
審
査
法

に
よ
り
、
実
施
機
関
に
異
議
申
立

て
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
は
、
６
件
の
開

示
請
求
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ひ
と
つ
の
請
求
で
複
数
の
公

文
書
が
対
象
と
な
る
場
合
が
あ

り
、
６
件
の
請
求
に
対
し
て
、

処
理
し
た
公
文
書
は
21
件
で
し

た
。
内
訳
は
開
示
が
18
件
、
部

分
開
示
が
１
件
、
非
開
示
（
文

書
不
存
在
な
ど
）が
２
件
で
し
た
。

　

実
施
機
関
の
決
定
に
対
し

て
、
不
服
が
あ
っ
た
場
合
に
行

わ
れ
る
異
議
申
立
て
は
、
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

避難者の情報をお知らせください

　市では、被災県からの情報を速やかに避難者へ提供できるよう、避難者の
情報を集めています。
　被災地から市内へ避難している親族や知り合いがいる場合は、被災者
本人から、東日本大震災支援室まで連絡するようお知らせください。
　連絡のあった情報は、必要に応じて被災県へ提供し、今後の支援
活動に役立てます。
　問合せ／東日本大震災支援室（ 22－ 3213）

　

情
報
公
開
制
度
は
、「
館
山
市
情
報
公
開
条
例
」
に
基
づ
き
、
市
が
保
有
す
る
公
文
書
を
市

民
か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
開
示
す
る
制
度
で
す
。
市
民
の
市
政
へ
の
参
加
を
進
め
、
よ
り
開
か

れ
た
市
政
を
実
現
す
る
た
め
に
設
け
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
こ
の
制
度
の
概
要
と
昨
年
度
の
開
示
請
求
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

問
合
せ
／
総
務
課
（

22
―
３
２
１
８
）

市
民
の「
知
り
た
い
」に
応
え
ま
す

情報公開制度 

個人情報の保護

　

個
人
情
報
と
は
、
氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、

職
業
、
収
入
、
財
産
な
ど
個
人
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
情
報
で
、
特
定
の
個
人
を
識
別
さ
れ
る
も

の
を
指
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
市
が
個
人
情
報
を
収
集
し
た
り
、

利
用
し
た
り
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
基
本
的
な

ル
ー
ル
を
『
館
山
市
個
人
情
報
保
護
条
例
』
で

定
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
条
例
で
は
、
市
が
保
有
す
る
自
分
の
情

報
を
見
た
り
（
開
示
請
求
）、
誤
り
を
訂
正
し
た

り
（
訂
正
請
求
）、
不
適
切
な
利
用
を
停
止
し
た

り
（
利
用
停
止
請
求
）
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
個
人
情
報
を
適
正
に
取
り
扱
う
こ
と

で
、
市
民
の
権
利
と
利
益
を
保
護
し
、
公
正
で
信

頼
さ
れ
る
市
政
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
平
成
22
年
度
は
、
６
件
の
開
示
請

求
が
あ
り
、
開
示
３
件
、
部
分
開
示
１
件
、
非

開
示
（
文
書
不
存
在
）
２
件
の
決
定
を
し
ま
し
た
。

 

「
情
報
公
開
制
度
」
っ
て

　
　
　
　

 

ど
ん
な
制
度
？

　

平
成
22
年
度
の

　
　
　
　

 

開
示
状
況



6平成 23年 5月1日

お 知 ら せ
　

４
月
25
日
（
月
）
か
ら
、
小

児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
と
ヒ

ブ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
再
開
し

ま
し
た
。

　

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

と
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

は
、
接
種
後
の
死
亡
事
例
が
報

告
さ
れ
た
こ
と
か
ら
３
月
４
日

以
降
、
接
種
を
一
時
的
に
見
合

わ
せ
て
い
ま
し
た
が
、
厚
生
労

　

日
本
赤
十
字
社
千
葉
県
支
部

で
は
、
国
内
の
災
害
時
の
救

護
、
国
外
の
紛
争
・
災
害
・
病

気
な
ど
で
苦
し
む
人
々
へ
の
救

援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
人
道
的
活
動
は
、

　

今
年
度
、
40
歳
か
ら
70
歳
ま

で
の
５
歳
刻
み
の
年
齢
に
な
る

人
は
、
無
料
で
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

検
診
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

５
月
10
日
（
火
）
か
ら
始
ま

る
総
合
検
診
の
中
で
、
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者
に
は
、
総
合
検
診
の
案

内
と
一
緒
に
無
料
の
受
診
票
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
こ
の
機
会

に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
な
お
、

過
去
に
検
診
や
病
院
な
ど
で
検

査
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

　

問
合
せ
／
健
康
課
（

23
―

３
１
１
３
）

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
・
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン

４
月
25
日（
月
）か
ら
接
種
を
再
開

　（社）千葉県看護協会では、イベント
『県民が集う「看護の日」』を開催します。
当日は「まちの保健室」として、健康
相談や各種計測を行います。
　日時／5月14日（土）10:00～15:00
　場所／ロックシティ館山ＳＣ
　問合せ／（社）千葉県看護協会事業
第一課（ 043 － 245 － 0025）

県民が集う「看護の日」

　市役所本館とコミュニティセンター
の障害者用トイレ内に、オストメイト
（人工肛門・ぼうこうを備えた人）対
応トイレ設備を設置しました。
　市では今後も、より多くのオストメ
イトの社会参加のため、トイレの整備
を進めていきます。
　問合せ／福祉課（ 22－ 3492）

オストメイト対応トイレを整備

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
が

　
　

 
無
料
で
受
診
で
き
ま
す

▲市役所本館に設置されたオス
トメイト対応トイレ設備

年齢
40歳
45歳
50歳
55歳
60歳
65歳
70歳

生年月日
昭和46年4月2日～昭和47年4月1日
昭和41年4月2日～昭和42年4月1日
昭和36年4月2日～昭和37年4月1日
昭和31年4月2日～昭和32年4月1日
昭和26年4月2日～昭和27年4月1日
昭和21年4月2日～昭和22年4月1日
昭和16年4月2日～昭和17年4月1日

▼肝炎ウイルス検診が無料になる人

５
月
・
６
月
は
赤
十
字
運
動
月
間

有 
料 
広 
告

働
省
で
評
価
し
た
結
果
、
安
全

上
の
問
題
は
な
い
と
さ
れ
、
接

種
を
再
開
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
ワ
ク
チ
ン
は
任
意

の
接
種
で
す
。
体
調
な
ど
を
医

師
と
よ
く
相
談
し
、
副
反
応
な

ど
に
つ
い
て
よ
く
理
解
し
た
上

で
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

接
種
の
対
象
者
な
ど
に
つ
い

て
は
、
広
報
「
だ
ん
暖
た
て
や

ま
」
３
月
15
日
号
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

問
合
せ
／
健
康
課
（

23
―

３
１
１
３
）

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
善
意

に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
市
で
は
今
年
度
も
、
町
内

会
を
通
じ
、
活
動
資
金
（
社

資
）
へ
の
協
力
を
呼
び
か
け
て

い
き
ま
す
。

　

問
合
せ
／
日
本
赤
十
字
社

千
葉
県
支
部
（


043
―
241
―

７
５
３
１
）、
日
赤
館
山
市
地
区

（
福
祉
課
内

22
―
３
４
９
２
）

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円
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　東海汽船（株）では、6月20日（月）から29日（水）までの平日
（8日間）、三宅島への高速ジェット船による運航を実施します。
　この運航は、運航上の課題や旅客需要、運航ダイヤのあり方など
を検証するために実施される試験運航で、館山港多目的観光桟橋か
らも乗降することができます。これにより、普段は竹芝桟橋から大
型客船でしか行くことができない三宅島へ、館山から最短約2時間
半で渡航することができます。
　東海汽船（株）ではこれに合わせ、三宅島帰島 6 周年特別企画
「高速ジェット船で行く三宅島！自然にふれる旅（2日間）」や、大
島での「4 ㎞ ,3 万株の額紫陽花（ガクアジサイ）を見る日帰りバ
スツアー」などを企画しています。

　実施日／① 6 月 20 日（月）～ 21 日（火）② 6 月 27 日（月）
～28日（火）
　見学予定場所／【1日目】新澪池跡、七島展望台、溶岩遊歩道散策、
ふるさとの湯（温泉入浴）【2 日目】アカコッコ館、三七山展望台、
御笏神社
　旅行代金／2人以上1室【大人】29,800 円【小人】22,800 円
　定員／各回とも30人　
※ 2人 1室からの申し込みです。
※呼吸器に疾患のある人、妊娠中の人、乳幼児など、二酸化硫黄に
対する感受性が高いと考えられる人は、火山ガスに対するリスクを
十分理解した上で申し込んでください。
　予約受付／5月 10日（火）～
　三宅島島内の問合せ／三宅島観光協会（ 04994－5－1144）

三宅島への試験運航決定！

三宅島の溶岩遊歩道

大島のガクアジサイ

「高速ジェット船で行く三宅島！自然にふれる旅２日間」

高 速 ジ ェ ッ ト 船

◎ 6 月 20 日（月）・21 日（火）・22 日（水）
	 東京	 館山	 大島	 式根島	 三宅島	 新島	 大島	 館山	 東京
　着		  9:55	 10:55	 11:45	 12:35	 13:40	 14:35	 17:10	 18:30
　発	 8:40	 10:00	 11:00	 11:55	 13:00	 13:50	 16:15	 17:15	
◎ 6 月 23 日（木）・24 日（金）
	 東京	 館山	 大島	 三宅島	 大島	 熱海	 大島	 館山	 東京
　着		  9:55	 10:55	 12:20	 13:40	 14:30	 15:45	 17:10	 18:30
　発	 8:40	 10:00	 11:10	 12:30	 13:45	 15:00	 16:15	 17:15	
◎ 6 月 27 日（月）・28 日（火）・29 日（水）
	 東京	 館山	 大島		  三宅島		  大島	 館山	 東京
　着		  9:55	 10:55		  12:20		  15:40	 17:10	 18:30
　発	 8:40	 10:00	 11:10		  14:30		  16:15	 17:15	

▼三宅島への高速ジェット船試験運航時刻表

鏡浦自動車（株）
コスモ観光（株）
ＪＡ安房
旅行センター
（株）ジェットス
トリームトラベル
ナギレン観光
日東観光
房日観光
まもるトラベル
東海汽船（株）
予約センター

27－5311
23－7353

22－5796
22－0113
25－5552
24－8510
03－5472
－9999

▼申込み先

30－9150

22－5930

  東京
  4,300	 館山
  7,410   4,300   大島			 
  9,560   6,330   2,510    新島		
  9,560   6,330   2,870   　600   式根島	
10,760   8,010   4,180   2,510   2,390   三宅島

▼料金表（燃料サーチャージ込み）単位：円

  熱海
 4,660    大島
 5,740   2,510    新島		
 5,740   2,870      600   式根島	
 7,770   4,180   2,510   2,390   三宅島
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市
で
は
、「
80
歳
に
な
っ
て

も
自
分
の
歯
を
20
本
以
上
保
と

う
」
を
合
言
葉
に
、
８
０
２
０

（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ
マ
ル
）
運
動

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
コ
ン

ク
ー
ル
で
は
、
歯
の
状
態
や
噛

み
合
わ
せ
、
き
れ
い
に
磨
か
れ

て
い
る
か
な
ど
を
歯
科
医
師
が

審
査
し
ま
す
。

　

日
時
／
６
月
９
日
（
木
）
午

後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

　

会
場
／
南
房
総
市
三
芳
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

　

賞
／
参
加
者
全
員
に
参
加
賞

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
市
の
参

加
者
の
中
か
ら
、
上
位
３
位
ま

で
を
表
彰
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

安
房
管
内
の
参
加
者
の
中
か
ら

第
１
位
を
決
め
、
千
葉
県
コ
ン

ク
ー
ル
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

締
切
／
５
月
20
日
（
金
）
必

着▼
親
と
子
の
部

　

参
加
資
格
／
市
内
在
住
で
、

平
成
22
年
４
月
１
日
～
平
成
23

年
３
月
31
日
の
間
に
３
歳
児
歯

科
健
康
診
査
を
受
診
し
た
幼
児

と
そ
の
親
で
、
対
象
者
と
し
て

認
め
る
人

　

申
込
方
法
／
対
象
者
に
は
個

人
通
知
を
し
ま
す
の
で
、
同
封

の
は
が
き
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

▼
高
齢
者
の
部

　

参
加
資
格
／
市
内
在
住
で
、

平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
80
歳

以
上
の
人
で
、
自
分
の
歯
（
か

ぶ
せ
た
歯
、
差
し
歯
で
も
可
）

が
20
本
以
上
あ
る
人

　

申
込
方
法
／
は
が
き
に
住

所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

「
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
参
加

希
望
」
と
明
記
し
て
申
込
み
先

ま
で
。

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
〒
294
―

０
０
４
５　

北
条
740
―
１　

健

康
課
（

23
―
３
１
１
３
）

募 集

有 
料 
広 
告

親
と
子
の
・
高
齢
者
の

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル

甲種防火管理
講習会

　安房郡市消防本部では、
防火管理者の資格を取得し
たい人を対象に、甲種防火
管理講習会を開催します。
　日時／ 6 月 28 日（火）、
29 日（水）両日とも 9:00
～ 16:30
　場所／コミュニティセン
ター
　定員／120 人
　 受 付 期 間 ／ 5 月 24 日
（火）～26日（木）
　受付時間／9:00～17:00
　受付場所／安房郡市消防
本部予防課
　費 用／ 4,300 円（テキ
スト代）
　問合せ／安房郡市消防本
部予防課（ 22－ 2235）

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円

有料広告スペース

縦 45 ミリメートル
横 85 ミリメートル

８千円
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中
央
公
民
館
で
は
、
ふ
る
さ

と
館
山
の
こ
と
を
知
り
た
い
、

学
び
た
い
と
い
う
人
を
対
象
に

「
ふ
る
さ
と
講
座
」
を
開
催
し

ま
す
。

　

テ
ー
マ
は
地
域
の
歴
史
、
民

俗
、
自
然
、
文
芸
の
４
つ
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。
館
山
市
へ
転

入
し
て
き
た
人
や
、
も
っ
と
館

山
に
詳
し
く
な
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
人
は
ぜ
ひ
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

　

講
義
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
行
い
ま
す
。
ま
た
、
講

義
の
内
容
に
よ
り
現
地
学
習
も

行
い
ま
す
。

　

日
程
・
内
容
／
表
の
と
お
り

　

場
所
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

　

参
加
費
／
無
料

※
現
地
学
習
に
参
加
す
る
人

は
、
傷
害
保
険
料
と
し
て
100
円

程
度
を
当
日
徴
収
し
ま
す
。

　

定
員
／
100
人
（
現
地
学
習
が

あ
る
場
合
は
バ
ス
の
定
員
ま

で
）

　

申
込
み
・
問
合
せ
／
中
央
公

民
館
（

23
―
３
１
１
１
）

■
第
１
回
の
テ
ー
マ
は

　

 　

 

「
沖
ノ
島
の
海
女
」

　

第
１
回
は
、
５
月

28
日

（
土
）
午
前
10
時
か
ら
、
千
葉

県
郷
土
史
研
究
連
絡
協
議
会
常

任
理
事
の
大
場
俊
雄
氏
を
講
師

に
迎
え
「
沖
ノ
島
の
海
女
」
を

テ
ー
マ
に
講
義
を
行
い
ま
す
。

沖
ノ
島
・
高
ノ
島
周
辺
の
海
で

潜
水
し
て
い
た
海
女
の
漁
場
、

漁
獲
物
販
売
、
ウ
エ
ッ
ト
ス
ー

ツ
の
着
用
状
況
、
農
林
省
水
産

講
習
所
や
高
島
実
験
場
で
働
い

た
先
輩
海
女
の
活
動
に
つ
い
て

説
明
し
ま
す
。

Ｎｏ． 分野 日時 テーマ 形態 講師

1 自然
  5月28日（土）

10:00～11:30
沖ノ島の海

あま

女 講義
千葉県郷土史研究連絡協議会

常任理事	 大場　俊雄　氏

2 自然
  6月18日（土）

10:00～11:30
山田に生かされた房総丘陵 講義

農学博士

森岡　節夫　氏

3 自然
  7月  2日（土）

13:30～15:00

房総南部の地質と地震との

関わり
講義

千葉県立中央博物館

上席研究員	 高橋　直樹　氏

4 民俗
  7月23日（土）

10:00～16:00
三
さんざん

山の海
かいごうぎょうにん

号行人の活動につ
いて

講義

現地見学
出

でわ

羽三
さんざん

山神社

里
さとだいせんだつ

大先達	 對
つしま

馬　郁夫　氏

5 文芸
  8月20日（土）

13:30～15:00

房総紀行

－漱石の夏休み帳－
講義

クラフト風の教室主宰

関　　宏夫　氏

6 歴史
  9月24日（土）

10:00～11:30

南房総の本土決戦準備

－作戦の全貌と兵員たちの心情－
講義

館山地域史研究会

会長	 川村　　巌
いわお

　氏

7 民俗
10月   9日（日）

10:00～16:00
房総の獅子舞と獅子の信仰

講義

現地見学

館山市文化財審議会

委員	 田村　　勇
いさみ

　氏

8 歴史
10月29日（土）

10:00～16:00
農民騒動と義民

講義

現地見学

館山市生涯学習課

主任学芸員	 岡田　晃司　氏

9 民俗
11月19日（土）

10:00～11:30
房総の大

おおやま

山信仰について 講義
館山市立博物館

学芸員	 山村　恭子　氏

10 文芸
12月17日（土）

10:00～11:30

房総の文芸探訪

－房総ゆかりの画家　青木繁と中村彜
つね

－
講義

元図書館司書

池田　逸雄　氏

11 民俗
  2月  4日（土）

10:00～16:00
地蔵信仰と石仏

講義

現地見学

千葉県文化財保護協会

理事長	 早川　正
まさし

司　氏

12 歴史
  2月18日(土）

10:00～11:30

北蝦夷地（カラフト）に懸けた夢

－安房勝山藩と醍
だいご

醐新
しんべえ

兵衛－
講義

館山市文化財保護協会

会長	 佐野　邦雄　氏

▼「ふるさと講座」の日程・内容

「
ふ
る
さ
と
講
座
」の
受
講
生
を
募
集

▲昨年の現地学習の様子

も
っ
と
知
り
た
い
！
「
ふ
る
さ
と
館
山
」

※都合により日程や内容を変更する場合があります。
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募 集

　入会金（初年度のみ）
1,000 円
1,000 円

人数× 1,000 円
中学生以下200 円／高校生以上300 円／家族 500 円

　市の総合型地域スポーツクラブ「館山ファミリースポー
ツクラブ“わかしお”」では、5月14日（土）に、平成 23
年度の総会を開催します。また、総会当日に、クラブ設立
5周年を記念して「初夏のわかしおハイキング」を併せて
開催します。
　このクラブは「いつでも、どこでも、だれでも、いつま
でも」を合言葉に、子どもからお年寄りまで、気軽にス
ポーツを楽しめる活動をしています。現在、教室は21種目
で、会員は、自由に何種目でも参加することができます。
　総会会場では、クラブへの新規入会や更新手続きをする
ことができます。興味がある人は、ぜひ会場まで足を運ん
でください。また、総会終了後のハイキングにも参加する
ことができます。
　問合せ／スポーツ課（ 22－ 3696）

■総会
時間／9:30 ～
場所／コミュニティセンター第1集会室

中学生以下会員
高校生以上会員
家族会員
非会員（1回）

※年度単位の会員制で、
非会員でも参加すること
ができます。
※一部、予約制の教室が
あります。

年会費
1,900 円
3,400 円
5,000 円

年保険料
600 円　

1,600 円　
上記に準ずる

1.ヨット　2.タップダンス　3.リズム＆ストレッチ　4.ソシアルダンス　5.太極拳
6. 合気道　7. 健康体操　8. 野球塾　9. バレー・ソフトバレーボール　
10.バドミントン　11.グラウンドゴルフ　12.卓球　13.セルフリフレクソロジー
14. 水泳　15. ウォーキング　16. 軟式野球　17. クッキング　
18. キッズサッカー・女子フットサル　19. マリンスポーツ体験　
20. からだの風水（初級）　21. ヒップホップダンス

平成 23 年度
クラブわかしお
定期スポーツ

教室

総会と「初夏のわかしおハイキング」を開催！
館山ファミリースポーツクラブ“わかしお”

■初夏のわかしおハイキング
受付時間／10:00 ～
受付場所／コミュニティセンター第1集会室前
出発予定時間／10:30（総会終了後）
コース／コミュニティセンター～国分寺～山
本堰～コミュニティセンター
解散予定時間／12:30
料金／【会員】無料【非会員】下表のとおり
持ち物／飲み物、タオル

※雨天中止

「
だ
ん
暖
た
て
や
ま
」
に
広
告
を
掲
載
し
ま
せ
ん
か

　

広
報
「
だ
ん
暖
た
て
や
ま
」
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

広
告
は
、
申
込
期
限
を
定
め
て
募
集
し
て
い
ま
す
が
、
広
告
の
枠
に

余
裕
が
あ
る
場
合
に
は
、
随
時
掲
載
す
る
広
告
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

市
内
全
世
帯
を
対
象
に
発
行
さ
れ
る
広
報
を
商
店
、
事
業
所
な
ど
の

宣
伝
・
Ｐ
Ｒ
に
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

だ
ん
暖
た
て
や
ま
へ
の
広
告

の
掲
載
は
１
号
単
位
で
、
広
告

の
大
き
さ
は
縦
45
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
、
横
85
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
す
。

色
は
黒
と
青
の
２
色
刷
で
す
。

１
号
に
掲
載
で
き
る
広
告
は
原

則
と
し
て
４
件
ま
で
。
応
募
が

４
件
を
超
え
た
場
合
に
は
、
市

の
規
定
す
る
方
法
に
よ
り
、
掲

載
す
る
広
告
を
決
定
し
ま
す
。

■
広
告
掲
載
場
所
／
２
色
刷
り

ペ
ー
ジ
の
下
２
段

■
広
告
料
／
１
号
１
件
に
つ
き

８
千
円
（
市
外
の
事
業
者
に
つ

い
て
は
５
割
増
し
）

※
現
在
、
平
成
23
年
４
月
１
日

号
ま
で
の
申
込
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
掲
載
を
希
望
す
る
場

合
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
広
告
の
内
容
な
ど
に
よ
り
、

掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。
応
募
の
方
法
や
広
告
原
稿

の
作
成
方
法
、
提
出
方
法
な
ど

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

h
ttp

://w
w
w
2
.c
ity

.ta
te
y
a
-

m
a
.c
h
ib
a
.jp

/

会社のＰＲや商店の売り出

しなどに「有料広告」をご

利用ください。

８５ミリメートル

45
ミ
リ
メ
ー
ト
ル

　

問
合
せ
／
秘
書
広
報
課
（

22
―
３
１
２
１
）



☆団体やグループで図書館資料を
　　　　　　　　　　　　　活用してみませんか 
　図書館では、市内にある学校や職場などの団体、読み聞かせを行っ

ているグループなどに対して、団体貸出を行っていますのでご利用くだ

さい。５０点までの範囲で、１か月間図書の貸出ができます。

　利用の詳細については、お問い合わせください。

○いろいろあります映像資料
　図書館にはＤＶＤなどの映像資料も所蔵しています。晩年を館山

で過ごした芸者歌手、赤坂小梅のドキュメンタリー「小梅姐さん」や、洲埼灯台を中心に館山の名所も収録され

ている「灯台のある小さな旅特選 ２」など、数は少ないながらも地域ゆかりのものから名画まで集まっています。

映像資料は一人５点まで貸出できますので、こちらもご利用ください。

●今月の一冊
「聞かせ屋。けいたろう　絵本カルボナーラ　～おいしい絵本を召し上がれ！～」  

　　　       　                      　     　　聞かせ屋。けいたろう 著 ／ フレーベル館

 どんな所でも人気のメニュー、味付けしだいで子ども向けにも大人向けにもなるカ

ルボナーラと、場所や読み方により子どもから大人まで楽しめる絵本は似ている…

この本の著者で、路上などで絵本の読み聞かせを行っている「聞かせ屋。けいたろ

う」こと坂口慶さんはこう言っています。路上読み聞かせや保育士だった頃の経験

を元に紹介されている絵本は、子どもも大人も楽しくなるものばかり。「聞かせ屋。」

誕生秘話も綴られており、こちらも読んでいて元気をもらえます。

  元気な時はより楽しい気分に、落ち込んだ時にはちょっぴり前を向ける勇気を、

そしてたくさんの出会いもくれる。絵本と、絵本を読む人の声にはとても不思議な

力があります。その効力は老若男女誰にでも！子どもに、大人に、そして自分に向

けて、絵本を読んでみませんか？

11 だん暖たてやま

5月の休館日　
５/２、９、16、23、27、30図書館だより 67 館山市図書館（ 22－ 0701）

5月のおはなし会・わらべうたの会
児童向け ５/14、28　(14:00 から ) 

幼児向け ５/13　(10:30 から ) 

わらべうたの会 ５/20

　　　　　　　(10:30 からと11:00 から) 

【消費生活についての相談はこちらまで】

千葉県消費者センター　 047-434-0999

相談時間 9:00～ 16:30（日・祝祭日除く )

市役所社会安全課消費生活相談窓口

　 25-5775

相談日　毎月第１・３木曜日　9:00～16:00

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
は
す
べ
て
輸
入
品

で
、
国
内
で
作
ら
れ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
金
と
プ
ラ
チ
ナ

は
主
な
材
料
で
は
な
く
、
心
臓
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
が
不
足
し
て
い
る
と
い

う
事
実
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

突
然
の
訪
問
で
、
冷
静
に
判
断
す

る
間
も
な
く
買
い
取
ら
れ
て
し
ま
う

ケ
ー
ス
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
買
い

取
っ
て
も
ら
う
つ
も
り
が
な
け
れ

ば
、
勇
気
を
出
し
て
き
っ
ぱ
り
と
断

り
ま
し
ょ
う
。
居
座
ら
れ
た
り
脅
さ

れ
た
り
し
た
と
き
は
警
察
（

23
―

０
１
１
０
）
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

　

問
合
せ
／
社
会
安
全
課
（

25

―
５
７
７
５
）

　

庭
で
草
取
り
を
し
て
い
た
ら
、
見

知
ら
ぬ
男
性
に
「
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

の
材
料
に
使
う
金
と
プ
ラ
チ
ナ
が
不

足
し
て
い
る
の
で
、
貴
金
属
を
持
っ

て
い
た
ら
出
し
て
ほ
し
い
」
と
声
を

か
け
ら
れ
た
。
断
っ
た
の
に
「
た
ん

す
を
開
け
た
ら
あ
る
で
し
ょ
う
」
な

ど
と
し
つ
こ
く
言
わ
れ
、
ペ
ー
ス

メ
ー
カ
ー
に
使
わ
れ
る
な
ら
…
と
い

う
思
い
も
あ
り
、
一
応
探
し
て
み
よ

う
と
家
に
向
か
う
と
玄
関
ま
で
一
緒

に
入
っ
て
き
た
。
壊
れ
た
ネ
ッ
ク
レ

ス
３
本
と
指
輪
を
出
す
と
、
買
取
料

と
し
て
５
千
円
を
渡
さ
れ
た
。
後
に

な
っ
て
「
ど
う
し
て
渡
し
て
し
ま
っ

た
の
か
」
と
悔
や
ん
で
い
る
。

　
　
　
　
　
　

（
80
歳
代　

女
性
）

（
ア
ド
バ
イ
ス
）

　

「
不
意
打
ち
的
に
勧
誘
さ
れ
、
わ

け
が
わ
か
ら
な
い
う
ち
に
買
い
取
ら

れ
た
」
「
強
引
で
怖
か
っ
た
」
な

ど
、
貴
金
属
の
訪
問
買
取
の
相
談
が

多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
、「
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の

部
品
に
な
る
の
で
人
の
命
が
助
か

る
」「
医
療
機
器
に
再
生
す
る
の
で

社
会
貢
献
に
な
る
」
な
ど
、
親
切
心

に
つ
け
込
む
ケ
ー
ス
が
出
て
き
ま
し

た
。
日
本
で
使
わ
れ
て
い
る
心
臓

『聞かせ屋。けいたろう

絵本カルボナーラ』
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市
民

シリーズ

341
「
出
会
っ
た
方
々
の
縁
が
鎖
の
よ
う
に
つ

な
が
り
２
人
の
想
い
が
現
実
と
な
っ
た
」

303

　

ご
夫
妻
が
船
橋
市
か
ら
館
山
に

引
っ
越
し
た
の
は
平
成
20
年
の
春
。

当
時
、
紀
子
さ
ん
は
病
気
の
後
で
、

静
か
な
所
で
過
ご
し
た
い
と
思
い
、

神
余
に
住
む
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

　

 

光て
る
お雄

さ
ん
が
始
め
た
家
庭
菜
園
で

採
れ
た
野
菜
の
お
い
し
さ
に
、
驚
い

た
と
２
人
は
口
を
揃
え
ま
す
。
ま

た
、
ご
近
所
の
方
に
頂
い
た
野
菜

は
、
千
葉
市
に
あ
る
紀
子
さ
ん
の
実

家
で
も
と
て
も
喜
ば
れ
、「
こ
ん
な

に
お
い
し
い
野
菜
を
都
会
の
人
に
届

け
れ
ば
喜
ん
で
も
ら
え
る
の
で
は
」

と
、
移
動
販
売
を
考
え
た
そ
う
で
す
。

　

早
速
、
近
所
の
農
家
の
方
に
相
談

し
、
自
分
た
ち
の
想
い
を
直
接
伝

え
、
協
力
し
て
く
れ
る
農
家
を
探
し

ま
し
た
。
ど
ん
な
野
菜
で
も
、
少
し

の
量
で
も
や
っ
て
み
た
い
。
館
山
の

野
菜
が
商
店
に
出
る
時
「
千
葉
県

産
」
と
な
っ
て
売
ら
れ
る
の
で
は
な

く
、「
館
山
の
野
菜
」
の
良
さ
を
み

ん
な
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
…
。
ま

ず
は
平
成
21
年
６
月
、
強
い
想
い
に

賛
同
し
て
く
れ
た
農
家
で
採
れ
た
野

菜
を
、
ト
ラ
ッ
ク
で
移
動
販
売
す
る

こ
と
か
ら
始
め
、
そ
し
て
今
年
１
月

か
ら
、
千
葉
市
中
央
区
に
あ
る
千
葉

銀
座
商
店
街
の
書
店
の
一
角
で
直
売

所
を
開
始
。
現
在
は
地
元
農
家
25
軒

の
野
菜
を
、
そ
の
日
の
朝
に
収
穫
し
、

週
５
日
営
業
し
て
い
ま
す
。
そ
の

野
菜
を
使
っ
た
料
理
の
ア
ド
バ
イ

ス
な
ど
も
し
な
が
ら
、
館
山
の
野
菜

で
お
客
さ
ん
の
食
卓
に
「
お
い
し

い
」「
健
康
」「
笑
顔
」
が
届
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

「
私
た
ち
に
は
大
き
な
力
は
な
い

け
れ
ど
、
館
山
で
出
会
っ
た
方
々
の

縁
が
鎖
の
よ
う
に
次
々
と
つ
な
が

り
、
私
た
ち
を
支
え
て
く
れ
、
２
人

の
想
い
が
現
実
と
な
っ
た
」
と
ご
夫

妻
は
言
い
ま
す
。　

今
後
の
夢
は
、「
同
じ
場
所
で

食
事
も
で
き
、
そ
の
野
菜
の
良
さ
を

解
っ
て
も
ら
い
販
売
で
き
る
よ
う
な

直
売
所
を
や
っ
て
み
た
い
。
農
業
を

目
指
す
若
者
や
農
業
移
住
者
も
増
え

る
と
い
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。　
　

（
神
余
地
区
在
住
）

鎌
倉
の
や
ぐ
ら

状
に
切
り
開
い
て
諸
堂
が
建
立
さ

れ
た
こ
と
を
、元
弘
３
（
１
３
３
３
）

年
頃
制
作
の「
浄
光
明
寺
敷
地
絵
図
」

か
ら
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人
工
的
に
削
ら
れ
た
谷
戸
奥
の

山
腹
に
掘
ら
れ
た
や
ぐ
ら
群
が
、

浄
光
明
寺
と
一
体
と
な
り
機
能
し

て
い
た
こ
と
は
、
同
市
瑞ず

い
せ
ん
じ

泉
寺
境

内
の
や
ぐ
ら
が
、
庭
園
の
浄
土
池

と
セ
ッ
ト
に
な
り
造
ら
れ
た
こ
と

な
ど
か
ら
も
、
立
証
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

や
ぐ
ら
は
単
な
る
墓
制
で
は
な

く
、
鎌
倉
文
化
を
支
え
た
鎌
倉
仏

教
の
理
念
に
基
づ
き
造
ら
れ
た
も

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
東
京
湾
を
は
さ
ん
だ
安

房
地
域
に
も
、
数
多
く
分
布
し
て

い
ま
す
。

　

相
模
湾
に
南
面
す
る
鎌
倉
は
、
三

方
を
山
に
囲
ま
れ
た
要
害
の
地
で

す
が
、
平
地
が
極
端
に
狭
い
た
め
、

中
世
日
本
の
政
治
の
中
心
地
と
な

り
、
都
市
化
が
進
む
中
で
、
市
街
地

の
確
保
が
課
題
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
実
像
を
物
語
る
の
が
、
由ゆ

い
が
は
ま

比
ケ
浜

中
世
集
団
墓
地
遺
跡
で
す
。

鎌
倉
の
中
心
路
で
あ
る
若
宮
大

路
は
、
鎌
倉
の
前
面
に

広
が
る
由
比
ヶ
浜
か

ら
始
ま
り
、
鶴
岡
八
幡

宮
ま
で
一
直
線
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
が
、
一

の
鳥
居
付
近
で
行
わ
れ

た
発
掘
調
査
で
、
お
び

た
だ
し
い
数
の
人
骨
が

掘
り
出
さ
れ
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、
鎌
倉
時
代
中
頃

の
由
比
ケ
浜
一
帯
は
集
団
墓
地
で
、

そ
こ
に
は
墓ぼ

ひ碑
や
供
養
塔
が
な

か
っ
た
こ
と
や
、
鎌
倉
時
代
後
期
に

な
る
と
、
墓
地
の
上
に
、
住
居
・
商

店
・
工
房
な
ど
が
建
て
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
山
を
削
り
、
谷や

と戸

を
埋
め
る
土
地
開
発
も
盛
ん
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
複
雑
に
入
り
組
ん
だ

鎌
倉
の
谷
戸
の
崖
面
を
、
埋
め
尽
く

し
て
い
る
の
が
「
や
ぐ
ら
」
で
す
。

や
ぐ
ら
は
、
鎌
倉
を
中
心
と
し

た
地
域
に
、
集
中
的
に
つ
く
ら
れ
た

中
世
の
武
士
・
僧
侶
階
級
の
納
骨

所
・
供
養
施
設
で
、
山
腹
を
方ほ

う
け
い形

に

く
り
ぬ
き
、
壁
は
垂
直
、
床
と
天
井

は
水
平
で
、
床
面
に
納
骨
穴
が
掘
ら

れ
、
そ
の
上
に
五ご

り
ん
と
う

輪
塔
な
ど
の
供
養

塔
が
安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

鎌
倉
市
扇お

う
ぎ
が
や
つ

ガ
谷
の
浄じ

ょ
う
こ
う
み
ょ
う
じ

光
明
寺

は
、
平
坦
地
に
本
堂
な
ど
の
主
要
伽が

藍ら
ん

が
配
置
さ
れ
、
谷
戸
奥
を
雛ひ

な
だ
ん壇

シ
リ
ー
ズ

中
世
の
安
房
と
鎌
倉
②

▲「館山ニコちゃん号」で朝採れ野菜
　を届けます

▲鎌倉市浄光明寺境内のやぐら群

▲鎌倉市瓜
うりがやつ

ガ谷やぐら群は
　壁面彫刻の種類が多い
　（如来形坐像と五輪塔）

市
立
博
物
館
の
休
館
日

５
月
２
日
、
９
日
、
16
日
、
23
日
、

30
日


